　　　　　イラクの子どもを支援するおおさか市民基金　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニュースレター　Ｎｏ．７　２００８．９月発行　

　いつも、イラクの子どもたちへの支援ありがとうございます。

　この間の活動報告――６月と９月に理事会を２回行い、９月の理事会では、１０月にイラクに出発する西谷文和さんに、皆さんから寄せられたカンパ５０万円を託すことを決めました。８月２８日には、イラク帰還兵アッシュ・ウールソンさんの講演会を他団体と共催し、若い人たちを含め１００人近くが参加しました。　これまでの取り組みをニュースとしてお送りします。

　　　　　　　　　　　　　▲　西谷文和さんからのメッセージ　▼　
　今年10月初旬から中東へ飛びますが、今回のイラク取材は私にとって9回目となります。03年11月に初めてイラクに入って、イラクという国の変わりようを、私なりに見てきましたが、戦争とはつくづく理不尽なものだと感じます。

　劣化ウラン弾やクラスター爆弾の被害者はもちろんのこと、例えば、夫を殺された妻たちはお金を稼ぐすべがありません。ほかの裕福な男の元に「再婚」するか、売春するか、物乞いになるか…。

親を殺された子どもたちは「ストリートチルドレン」になる場合もありますが、多くは叔父や叔母に引き取られて大家族で生活するのですが、やはり実子でない分肩身の狭い思いをしているのではと思います。　イラク戦争から5年以上が経過したので、そうした「破壊された生活の矛盾」が出てきています。今度の取材では、そういった部分に切り込めればと考えています。

　まぁ、日本であれこれ考えていても現地へ行けば、拍子抜けするくらい簡単に入れたり、逆に異常な警戒の中で、国境で追い返されたりしますので、油断せず、安全第一で行ってきます。帰国は10月下旬の予定です。帰国すれば、また映像や写真などを通じて、イラクの最新状況を報告したいと考えています。

　「５０万円を活用します」

　このたびは「イラクの子どもを支援するおおさか市民基金」から、50万円もの募金をいただきました。ありがとうございます。

　私は10月2日から23日までイラク入りを予定しています。具体的には、まずシリアのダマスカスに飛び、そこでイラク難民たちにどんな支援ができるか、現在の状況を取材します。その後イラク北部のアルビルという町に飛び、イラクの国内避難民キャンプを訪問する予定です。

　避難民キャンプには、電気もきれいな水もないので昨年はコレラが流行っていました。夏には気温が40度以上になるので扇風機を援助しようと考えていましたが、これから寒い冬になるので、冬を越す毛布にしようか、思案中です。キャンプの子どもたちは学校に通えていないので、ノートや鉛筆、絵本などの学用品にする方法もあります。いずれにしても現地入りし、人々の意見を聞いて援助物資を選定します。

　さらに昨年10月に病院を移送させて、手術が成功した13歳のムラート君の医療費にも充てたいと思います。イラクでは義眼が手に入らないので、イランのテヘランにいく費用を一部支援しようと思っています。

　避難民キャンプで物資を配布する様子やムラート君の支援状況などは、私のブログhttp://www.nowiraq.com/blog/で発表していきます。ぜひご参照ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　8月28日、大阪保険医協会M＆Dホールにて、「イラクの子ども支援するおおさか市民基金」と「コードピンク大阪」ほか５団体共催で、もと州兵で米軍イラク派遣部隊にいたアッシュ･ウールソンさんの話を聞くつどいが開かれました。アッシュ報告の概要を記します。
　　　
　◆『僕は大学に行くために戦争に行った』～イラク帰還兵アッシュさん語る～◆

　こんにちは。アッシュ･ウールソン26歳、イラク戦争帰還兵です。僕が日本へ来たのは２度目。初めては春に９条ピースウォークに参加するためで、広島から千葉の幕張まで歩きました。
　日本国憲法９条は、「武力を持たず、紛争で武力に訴えない」と規定してますね。数年内に、この９条２項を削除するかどうかの国民投票が行われるでしょう。そのときに、今日ここで聞いたことを覚えていてほしい。９条は、みなさんを戦争への加担から守ってくれます。
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●学費のために州兵志願、思いがけない派遣へ

　僕は1999年から2005年まで、ウィスコンシン州の陸軍に所属していました。そして2003年５月にイラクへ派遣されました。行って戦争の現実を知りました。

　アメリカでは学費や生活費の値上がりが続いており、そのせいで教育格差が生まれています。高校生への軍の勧誘に有効な手として、「学費がもらえる」というのがあります。

　僕は大学の学資を得るために、州兵隊
(ナショナル･ガード)へ志願しました。僕
　　[参加したイラク人の医師シャキールさん(左)と握手]　　　自身は平和を愛する家族のもとで育ったが、平和が自分にとってどんな意味を持つか、世界にとってどれほど大切なものか、その頃は考えたこともなかった…。
　州兵隊の訓練は１年に30日間だけど、正規軍(Ｕ･Ｓ･アーミー)は年間300日もの訓練を行います。僕が州兵に応募したのも、州兵の任務は災害救助がほとんどだったから。アフガンとイラク出兵のせいで兵士が全然足りなくなって、州兵までアフガンやイラクに派遣されました。第二次大戦以降、州兵は国外へ派遣されていないというのに。
　ハリケーン･カトリーナが襲ってきた時、ルイジアナ州兵はアメリカ国内にいなくて災害救助ができなかった。だからブラック･ウォーター社のような民間軍事会社を雇って救助をさせました。ブラック･ウォーター社は、イラクでの人権無視を糾弾されている傭兵会社です。
　イラクに行く前は、正義の戦争もあると教わりました。アメリカが過去に関わった戦争はすべて道徳的な軍事介入であり、正統なものであると。日本に２発の原子爆弾を落としたのも、真珠湾攻撃への報復なのだから正義だと。でもアメリカ軍は日本の一般市民の上に爆弾を落としたのだし、それは正当化できるものじゃない。
　新イラク政府で初めて通過した法案が、占領軍撤退を要求するものでした。５年たってもアメリカは不法にイラクを占領し続け、日本ほかの国にも戦争の手伝いをするよう圧力をかけています。
　
●スンニとシーアの対立はアメリカがつくった
　イラクではスンニ派とシーア派の内戦が続いているけど、これはアメリカが創り上げたものです。アメリカ侵略の前まで両宗派は仲良く暮らしていました。
　占領軍当局は新イラク政府の権力をシーア派に与え、新設のイラク軍や警察隊の実権も与えた。だからスンニ派は自分たちの国を失うと思って、必死にアメリカ軍を攻撃しました。ファルージャでは、ひどい武力衝突が起こったし。
　スンニ派はアメリカがいずれ撤退するのでなく、攻撃を続けても国を取り戻すことはできないと気づきました。そこでアメリカ軍と協定を結んでアルカイダ掃討を引き受けることにし、アメリカはスンニ派に資金と武器を与えました。ただし、これでシーア派を攻撃するようにもなった。このスンニ派兵士は８万人にもなっています。
　アメリカが内戦をつくったという意味はわかったでしょう？　両宗派に武器を与え、互いに争わせるよう仕向けたのだから。イラクの人々が国を再建するためには、どれほど絶望的な状況であることか…。
　
●占領地の子どもについての訓話、そして帰還兵は
　僕がイラクに行ったのは戦争開始時で、ナシリーヤにいたのが１年、それほどひどい状態ではなかったときです。それに僕の話は占領者の視点からのこと。イラク人にとっては、誰でもいつ死に直面するかわからない状態にあります。すでに５年間も。
　僕たち兵はイラクで、「子どもが手榴弾を投げてくることがあるから、子どもを軍用車に近づけるな」と警告されました。パチンコを使う兵士もいました。大のおとなが子どもにパチンコを当て、笑い合ったり自慢したりする、当時はそんなことも平気だった。僕たちはイラク人を軽蔑的に｢ハッジー｣と呼び、人間だと思わないようにしていたからです。
　まあたいていの場合は、子どもたちに銃口を向けていました。もし僕の子どもがそんな大人に銃口を向けられたらどんな思いをするか、今なら考えたくもないね。
　僕は帰国してからベトナム帰還兵にこの話をしました。そしたらベトナム戦でも同じ警告があったそうです。実際には子どもが手榴弾を投げてくることはなかったし、聞いたこともない、と。
僕の経験でも、そんなことがあったという話も聞きません。これは、軍がそんな訓話を使って兵士を怯えさせ、イラクの人々を人間と思わないように仕向けたってわけです。
　アメリカに帰国してから、自分の現実と周りの人たちの現実が、あまりにも違っていることに気づきました。戦地からの帰還兵が日常生活に戻るのは、不可能に近い。アメリカのホームレスの３分の１は帰還兵です。その多くは精神的な病気に苦しんでますが、政府は彼らに何の保障もしない。ほとんどの帰還兵がＰＴＳＤと呼ばれる心的外傷後ストレス障害、鬱病、自殺未遂などです。鬱病はとくに深刻で、１日平均で17人の自殺者が出る。毎日毎日17人が、ですよ。
　
●貪欲な者たちへ９条を渡さないで
　僕がイラク戦争で学んだことは、この戦争で利益を得る人はいない、みんな何かを失っているということです。イラク人も、帰還兵も。僕はどうして戦争に行ったのだろう、何のために？と、自分自身に問い続け、そして気づきました。戦争は人間の貪欲な心から始まるのだと。
　アメリカ経済は落ち込んでますが、イラクやアフガン戦争の関連企業は多くの利益を上げています。軍需会社ハリバートンはこの戦争でとても儲けているし、イラクには多くのアメリカ軍需会社があります。
　ブッシュ大統領一家は石油産業で多大な利益を得ていて、大統領自身もテキサス州にいくつか石油会社を所有している。ディック・チェイニー副大統領は、就任前まで世界最大のハリバートン石油会社の最高経営責任者だった。現在でも多くの株を何百万ドルと所有している。ライス国務長官も、長年シェブロン石油会社に貢献し……石油タンクの１つに彼女の名：コンドリーザと付いてるとか。　これは一例に過ぎませんが、もっと知ってもらいたいです。
　イラク戦争のおかげで、僕は平和活動家になりました。日本に来て９条ピースウォークに参加するまでは、僕はイラク戦争に反対するだけだった。ウォークに参加して２ヵ月半、毎日平和について考え、自分にとって戦争にとっての平和の価値がやっとわかったように思います。戦争反対ではなく平和を築くのが大切だと。
　僕は、武力では平和を築けないと信じています。だから、９条は世界平和のためにも一番いい取り決めだと思う。憲法９条を堅持してください。貪欲な者たちの手に渡さないでください。世界中の人々のためにも。
　そして、９条の平和理念を世界中の国の憲法に取り入れてほしい。僕や子どもの生きる時代には無理かもしれないけど、いつかは世界平和も達成できる、と信じます。　

　〈要約文責：岩井〉　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　★派兵を「自衛隊は合憲」の立場から指弾する人★

　　　　　　　憲法９条の意義と海外派兵問題　を大阪で語る　小池清彦さん　
　商社９条の会･関西が、１０月４日(土)午後にエルおおさかにて講演会を開く。

　講師は新潟県加茂市長の小池清彦氏だが、この人はもと防衛庁教育訓練局長なのである。そして03年の自衛隊イラク行きに公然と反対し、総理や防衛庁や国会に「派兵はやめよ」の要望書まで出しているのだ。

　「イラク派兵は国際貢献でなく対米貢献、米国は日本に強制するな。イラク派兵は憲法違反、日本の安全保障に有害無益！」と言い切っている。３年前の講演も自民党改憲試案を痛快にこき下ろしていた。自衛隊は合憲である、ただし専守防衛に徹すべし、という論に興味ある方へ。

＊共著『我､自衛隊を愛す　故に､憲法9条を守る』（かもがわ出版）も好評。　〈Ｉ〉
　　

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

西谷さんのDVD第３弾　『ジャーハダ イラク民衆の闘い』　完成！

「ジャーハダ」とはアラビア語で「闘う」という意味。戦争で国を破壊され、親族を殺された

イラク人たちが、アメリカの占領もアルカイダの自爆テロもいらない、と起ち上がった。そんな

闘う民衆にエールを送る連帯と感動の映像。　＜全編36分。 2008年9月製作。＞

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

■■基金会員のみなさまへ■■・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　08年に入ってから会費をまだ納めていない方は、納入をお願いいたします。振り込み用紙を同封いたしました。　なお、会員登録が出ていない方がおられますので、会費として払い込んでいただいた方は自動的に登録させていただきます。募金のみは明記ください。
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